
中性子遮蔽材料の開発
核融合施設にも適用可能な当社独自の遮蔽材料

中性子遮蔽コンクリート※ ラドフレクシー N (中性子吸収材)※
※ 株式会社ブリッジスとの共同開発※ 高エネルギー加速器研究機構（KEK）との共同研究

中性子遮蔽コンクリートの特長

 工業化学製品は一切使用せず、天然岩石のみを使用

 中性子遮蔽性能は普通コンクリートの約1.4倍

 強度・長期耐久性などは普通コンクリートと同等以上
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=1.4倍の遮蔽性能

中性子遮蔽コンクリートの効果

 従来よりも遮蔽壁厚を低減できるため、室内空間を拡大し、
建屋設計の自由度が向上します。

 空間的制約やレイアウト上の制限がある環境においても、高
い遮蔽性能により必要な線量低減を実現します。

 遮蔽壁厚の低減に伴う建物荷重の軽減により、基礎工事の簡
素化が期待できます。

シートタイプ 塗料タイプ

隙間の充填などの狭隘部に！フレキシブルで湾曲箇所にも設置可能！

 コンクリート等の放射化を抑制することによって、空間線量を
安全なレベルに保ち、安心して作業ができる環境を提供します。

 施設解体時には放射性廃棄物の発生量を最小限に抑え、環境へ
の負荷を低減します。

ラドフレクシー Nの特長

中性子吸収効果
中性子ビームを本材（10mm厚）の上部
から照射し、入射面と透過面に設置した
検出器により透過前後の中性子量を評価

• コンクリート試料の上に本材を設置して、
中性子ビームを試験体上部から照射

• 照射後、コンクリート試料の放射化によ
り生成した放射性核種 24Na と 56Mn 
を比較。

放射化低減効果

〈中性子吸収試験イメージ〉 〈放射化試験イメージ〉

核融合施設への適用例
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ダクト壁内側にラドフレクシーN
を設置することにより、ストリー
ミング量（アルベド成分）を低減 建屋遮蔽のコンパクト化に寄与

追加遮蔽材として、中性子遮蔽コ
ンクリートを設置することにより、
壁厚を合理化
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中性子遮蔽コンクリートの適用例

中性子遮蔽コンクリートは、強度や乾燥収縮などのコンク
リートの基本特性を損なうことなく、放射線の中で最も取扱
の難しい中性子の遮蔽性能を向上させたコンクリートです。

ラドフレクシー Nは、中性子発生源から放出される低エネ
ルギー中性子を効果的に吸収し、周囲の放射化を抑制する中
性子吸収材です。
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